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追加意見・コメントへのご回答

<No.2>

• ALPS 処理水移送配管は距離が長く、漏洩のリスクが高いと想定されることから、漏えい防
止や汚染拡大防止の設備的な対策に加えて、十分な点検、保守管理、運転管理を実施のこ
と。
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<No.2 回答>

• 機器の具体的な保全計画（点検の方法、頻度、時期等）を今後定めていく。また、保全活
動から得られた情報等から、保全の有効性を評価し、保全が有効に機能していることを確
認するとともに、継続的な改善につなげていく。運転管理においても適切な巡視点検等を
実施していく。



追加意見・コメントへのご回答

<No.3>

• 多重化が成り立つためには、図示されているように流量伝送機を単に２台にするだけでは
不十分で、流量伝送機の電源、信号線の独立性を確保し、故障時の検知と対応動作が確実
に行われるようなインターロックが考慮されている必要があるが、そのように設計されて
いるか。また、希釈の観点からすると海水流量計も合わせて多重化する必要があるように
思うが、どのような判断から処理水流量計だけを多重化するのか。
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<No.3 回答>

 異常事象に対処するために必要な計器（ALPS処理水流量計、海水流量計等）については、
計器が故障した際には警報を発生させ、放出を停止させる設計とする。

 制御装置を含む伝送系については多重化されているため、単一故障の際においてももう片
系の制御装置・伝送系にて監視・制御が可能な設計とする。（緊急遮断等の機能喪失が発
生しない設計）

 またポンプ異常が発生した際においても、異常信号は制御装置に伝送され異常状態に応じ
た制御が可能な設計とする。

 海水流量計は運転系列毎の流量を常時監視する設計としている。



ALPS処理水移送ライン 3



海水ライン 4



追加意見・コメントへのご回答

<No.4>

• ALPS 処理水に含まれるトリチウム濃度上限値を100 万Bq/L にするとしているが、タンク
貯留水には最大トリチウム濃度は216 万Bq/L のものがあり100 万Bq/L を超える水が多
量貯留されている。その取り扱い、処理はどのようにするのか。
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<No.4 回答>

ALPS 処理水の希釈放出は、今後数十年に渡り実施する計画であり、濃度の薄い処理水から
放出する計画としている。現時点で濃度の高いALPS 処理水等は数十年の減衰により100 万
Bq/L 未満になった後で希釈放出する。現在、100 万Bq/L 未満のALPS 処理水等は約100 万
m3 あるため、これらを処理する間に減衰する。
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100万Bq/L未満



追加意見・コメントへのご回答

<No.10>

• 「原子力規制庁令和4 年度第10 回原子力規制委員会資料1 より抜粋」p.15-96- ３．その
他の自然・・・（５）

• 北防波堤と仕切り堤を設置すること」「により、海生生物（くらげ）の来襲」「を防止す
る設計・・」とあるが、遊泳能の低い海生生物（くらげ）は、取水流により防波堤を迂回
するので、それらの侵入を防ぐことはできない。ここは、「スクリーン設備を設置するこ
とにより、・・侵入を防止（来襲は防げない）」が正しいと思う。しかしながら、大量の
クラゲが来襲した場合、スクリーン設備の処理能力を超えるとスクリーン閉鎖事故により
取水ポンプの水頭切れが起き、取水ポンプの緊急停止をせざるを得ない。東電柏崎刈羽原
発では、バキュームカーでクラゲを吸い取り、東電姉ヶ崎ではスクリーンの一部を撤去し
クラゲの入るのに任せたり、東電東扇島火力では、タグボートでクラゲを京浜運河下流に
押しやる方法などが採られた。太平洋岸でのクラゲ来襲（夏季）は確率的には低く、イワ
シ類の大量来襲（冬季に鹿島火力、２F、１F で、一部ポンプ停止による出力制限）の方が
スクリーン閉鎖の原因になる可能性があることも指摘しておきたい。
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追加意見・コメントへのご回答 7

<No.10 回答>

ご指摘は拝承。当社は原子力規制員会の審査会合において、取水方法は下図の通り説明し
ている。今回は、下図のように防波堤をオープンにすることはないため、海生生物が多量に物
理的に来襲することを防止する設計としている。更に５号機取水口には、スクリーンを設置し
ており、仮にクラゲが来襲した際や海水中のごみ等を除去する設計もしている。
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